
 

 

 

2022 年度 環境経営レポート 
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2022 年 11 月 21 日発行 

有限会社 水野商店 



１. 組織概要 
                   

① 事業所名及び代表者氏名 

商号    有限会社 水野商店 

代表者   代表取締役 田島和人 

② 所在地 

本社所在地 〒164-0014 東京都中野区南台 5-25-2 

電話     03-3384-1611 (環境連絡担当者 田島和人)    

ＦＡＸ     03-3384-2000 

③ 事業の内容 

アルミ合金・ステンレス・伸銅品等の加工用素材としての卸販売。 

④ 会社の目的 

当社は、さまざまな金属素材需要に対応し、要望をレスポンスよく果たし、 

下記商品の販売及び加工を通じて、お客さまの高い満足と信頼の獲得に奮闘する事を

使命とする。 

 

⑤ 取り扱い商品 

1.非鉄金属およびその製品 おもにアルミニウム、銅合金のパイプ、棒、板、箔 

2.特殊鋼およびその製品  おもにステンレスのパイプ、線、棒、板 

3.特殊金属およびその製品 チタン合金、形状記憶合金、タングステン、マグネシウム 

 

⑥ 事業の規模 

従業員数 6 名  床面積 147 ㎡  車両 4 台 

最近一カ年間の売り上げ  約 2.5 億円 

 

⑦ 経歴 

昭和 32 年 6 月 伸銅品地金商として、東京都渋谷区笹塚にて水野直彦が創業 

昭和 35 年 2 月 同地にて会社設立 （資本金 100 万円） 

昭和 39 年 5 月 有限会社に改組 （資本金 300 万円） 

昭和 48 年 5 月 社屋を現在地（東京都中野区南台）に新築移転 

昭和 48 年 12 月 資本金を 2000 万に増資する 

平成 8 年 12 月 代表取締役社長に田島和人就任 

 

 



２． 認証・登録の対象範囲 
登録組織名  有限会社水野商店 

対象事業所  本社 

 

 

３． 環境経営方針 

           ≪基本方針≫ 

当社は、非鉄金属材料（アルミパイプ、ステンレス棒等）の切り売り、卸小売等、金属素材供の 

コンビニエンスストアとして、さまざまな商品の販売を通して当社の企業活動が、環境に与える

影響を正しく認識し、環境目標を定めて、社員全員で継続的な環境改善に取り組みます。 

 

≪行動指針≫ 

１． 環境に関する法律、条例、規制、協定等、社会的要求事項を遵守し環境保全レベルの向上

を図ります。 

２． 企業活動を通じて、省エネルギーの推進、節水、廃棄物最終処分量の減少に努めます。 

３． 全社員に対し、環境方針を周知徹底し、環境保全に対しての意識向上を図ります。 

４． 問屋として配送のさらなる効率化に努め、経営改善にも繋げていきます。 

５． グリーン購入の推進を推し進めます。 

６． 安全および環境に配慮した商品を提供していきます。 

           

海洋プラスチック汚染が世界中で問題になっています。マイクロプラスチックに吸着する有害

物質が食物連鎖で大型のまぐろやクジラ類に影響をあたえはじめています。いずれは人間の健

康にも関係して来ることでしょう。また、その他プラスチックごみを誤って捕食してしまう海洋生

物が生存を脅かされています。 

安価で便利なプラスチックですが、これからはその使用に制約がかかることは必至の情勢です。 

そこで環境汚染が少なく、リサイクル性の高い金属素材を販売している事をさらにアピールしつ

つ、事業を継続していきたいと思います。 

社会貢献としてボランティア活動は会社としてできませんので、経常利益の１％を WWF,国境の

ない医師団、赤十字等に寄付をしています。 

 

2006 年 11 月 30 日制定           有限会社    水野商店   

          2018 年 11 月 30 日改訂          代表取締役  田島和人 

 



４．実施体制 
 

 

                           ・環境経営方針を定める。 

                              ・資源の用意。 

                              ・環境管理責任者の任命。 

                              ・経営上の課題とチャンスの明確化。 

                              ・環境経営目標、環境経営計画の見直し。 

                              ・実施体制の構築、周知。 

 

                          ・システムの総責任者として実務上の役割・権限を

有する。 

                             ・システムの実績を代表者に報告。 

 

 

 

                                        ・システム運用上の事務管理。 

 

 

 

 

                                      ・環境経営方針を理解し、積極的に 

活動に取り組む。 

 

 

事務担当    エコマーク、GPN 掲載グリーン購入法適合などの事務用品を優先して購入。 

配送担当    安全運転はもとより、配送効率を考慮したルートの決定。 

          シュレッダー後の雑紙を梱包の緩衝材に加工。 

営業・品質管理担当 

           RoHS 指令順守を念頭に置いた無駄のない品揃えを考慮。 

梱包・出荷担当 疵、曲がり等、客先の受け入れ基準が厳しくなる中、過剰包装にも注意。 

 

制定日 2021.10.13 

 

 

代表者 

   田島和人 

   環境管理責任者 

   田島和人 

      従業員 

      事務局 

     水野重彦 



５．環境経営目標 

項目名 単位
2021年度

基準年
2022年度 2023年度 2024年度

9,444 9,444 9,444

4,838 4,789 4,740

△1.0% △2.0% △3.0%

2,285 2,262 2,239

△1.0% △2.0% △3.0%

2,305 2,281 2,258

△1.0% △2.0% △3.0%

142 142 142

87.1 87.1 87.1

△1.0% △1.0% △1.0%

0.185 0.185 0.185

0.99 0.99 0.99

142

現状維持

9,444kg-CO2二酸化炭素排出量の削減

軽油・ガソリン使用量の削減 L 2,328

4,887kWh電力(照明)使用量の削減

電力(動力)使用量の削減 kWh 2,308

現状維持

現状維持

現状維持

事務用品のグリーン購入 環境に配慮した製品を優先的に購入。

ガス使用量の削減

0.185ｔ一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 0.99

上水使用量の削減 ㎥ 88

㎥

 
(*)CO2 排出係数 東京電力 2020 年度調整後 CO2 排出係数 0.441 を使用。 

 

 

 

 

 



6.環境経営目標の実績 

 
 

電力(照明)については、蛍光灯から LED に替えたことにより電力使用量の大幅な削減を達

成した。そのため電力(動力)、軽油・ガソリン及びガス使用量が増加したにも関わらず、二酸化

炭素排出量の微減につながった。 

 電力(動力)、軽油・ガソリンについては、注文数や注文内容などに左右される要素が大きく自

助努力だけでの削減はこれ以上難しいと考えられる。 

 ガスについては、コロナの影響で換気しながらのガスストーブ使用により使用量が増加したの

ではないかと考えられる。 

 ガス、上水使用量については引き続き節ガス、節水に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 単位
基準値

(2021年度)

目標

(2022年度)

実績

(2022年度)
備考 評価

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 9,444 9,444 9,368 0.8%削減 〇

電力(照明)使用量に削減 kWh 4,887 4,838 3,429 29%削減 ◎

電力(動力)使用量の削減 kWh 2,308 2,285 2,424 6%増加 ×

軽油・ガソリン使用量の削減 L 2,328 2,305 2,439 5.8%増加 ×

ガス使用量の削減 ㎥ 142 142 158 11%増加 ×

上水使用量の削減 ㎥ 88 87.1 79 9%削減 ◎

一般廃棄物排出量の削減 t 0.185 0.185 0.1846 0.2%削減 〇

産業廃棄物排出量の削減 t 0.99 0.99 1.579 58%増加 ×



7.環境経営計画の取組結果と今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 取り組み内容 評価 担当部門

電力(動力)使用量の削減 機械待機電力削減 〇 営業・品質管理担当

昼休み倉庫内消灯 ◎ 営業・品質管理担当

無人エリアの消灯 ◎ 営業・品質管理担当

エアコン28℃設定 〇 営業・品質管理担当

エコ運転の徹底（ディーゼル） 〇 配送・出荷担当

配送経路の効率化 〇 営業・品質管理担当　配送担当

軽油使用量の把握 〇 配送担当

CO2の削減 乗用車での集金や営業活動の見直し 〇 営業・品質管理担当　配送担当

古ダンボール等再使用の徹底 ◎ 梱包・出荷担当

可燃ごみの削減 〇 梱包・出荷担当

産業廃棄物の削減（金属クズ） 切断加工の歩留まり向上 ◎ 営業・品質管理担当

上水使用量の削減 節水ステッカー 〇 梱包・出荷担当

◎ 営業・品質管理担当

＊次年度も継続して取り組みます。

製品、サービスにおける環境への取り組みの推進

廃棄物の削減（一般ごみ）

電力(照明)使用量の削減

自動車燃料の削減



8.環境関連法規の遵守状況の確認 
下表に示す通り、該当する主要な環境関連法規制等の遵守状況をチェックした結果、 全て適

合していることを確認しました。尚、法規制に対する関係当局からの違反の指摘及び 関連する

訴訟等は、過去 10 年間ありません。 

法令の名称 主な規制要求事項 作業・設備・対象物 具体的活動 遵守確認 

下水道法 

第 10 条、11 条、12条 

・公共下水道接続に必要な排水管等の設置 

＜50 ㎥／日以上、特定施設保有での対象＞ 

・下水道管理者に公共下水道使用開始の届出 

・公共下水道管理者の指示により除外施設の設置 

・公共下水道への排出口での拝受基準の遵守 

・特定施設を設置する時は公共下水道管理者に届出 

特定施設なし 

５０㎥／日以下の排

出 

 適合 

廃棄物処理法 

第３条、１２条 

 

＜産業廃棄物＞ 

・自らの責任で処理 

・再生利用等により減量を図る 

・保管区準（囲い、流出、飛散防止） 

・処理業者との委託契約（処理の許可を有する業者） 

・処理委託時にマニュフェスト交付 

・Ｂ２票は９０日以内、E 票は１８０日以内に回付が無い

場合は状況調査し、知事に報告 

・A、B2、D、E 票を 5 年間保管 

・マニュフェスト交付実績報告(毎年 6 月、都知事) 

・切断作業ででる 

廃材、ウェス 

 

 

 

・水銀使用製品廃棄

物（蛍光灯、水銀灯、

電池、温度計など） 

※区回収排出は禁止 

・金属屑の有価売却 

・ウェスは中野区清掃

事務所の許可を得て

事業系一般廃棄物と

して、有料ごみ処理券

を貼って、区回収で排

出 

適合 

中野区廃棄物の処理

及び再利用に関する

条例 

第７条、１３条、３４条 

 

＜一般廃棄物＞ 従業員 20 名以下は区回収可 

・自らの責任において適切に処理 

・再利用可能物の分別によりごみ減量を図る 

・粗大ごみは有料粗大ごみ券を添付し排出 

・特定家電品を排出してはならい(TV、エアコン、冷蔵

庫、洗濯機、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ) 

・家庭ごみ排出ルールに従い、規定容器に有料ごみ処

理券を添付して排出 

・古紙、廃梱包材、食

品容器、燃やすごみ 

・家電リサイクル対象

品は事務所家庭用エ

アコン 

・廃コピー用紙はシュ

レッダーし緩衝材に利

用 

・古紙、廃段ボールは

町内会回収 

・燃やすごみは、区指

定ごみ袋を購入し、有

料ごみ券を貼り、家庭

ごみ回収日に集積場

に出す 

適合 

 

 

 

 



法令の名称 主な規制要求事項 作業・設備・対象物 具体的活動 遵守確認 

家電リサイクル法 

第６条 

・購入店又は代替品購入店に引き渡し、家電リサイク

ル券を購入 

対象は事務所のエア

コン廃棄時 

 適合 

自動車リサイクル法 

第３条、第７３条 

・廃棄時は登録回収業者へ引き渡す 

・自動車リサイクル券の預託 

ガソリン乗用車２台、

ガソリントラック 1 台、

軽油トラック 1 台 

・ディーラーに引き渡

し 

・購入し支払い 

適合 

騒音規制法 

第 4 条,第 5 条 

2003.3.17 中野区

告示第 29 号 

・特定施設の届出 

・騒音規制の遵守（第 3 種区域、商業地域） 

 AM8:00～PM8:00：60db 以下、朝・夕：55bd

以下 

 夜間：50db 以下 

切断機 

 

・平成１９年４月届出 

・防音ｶｰﾃﾝ使用、夜間

と朝夕の使用は原則

禁止 

適合 

毒劇法 

第 11 条、第 12 条、第

18 条 

・専用の保管庫を置く。在庫量の定期点検と使用量

把握 

・貯蔵庫に「医薬用外劇薬」の表示 

・盗難、紛失、帳簿と在庫量の不一致の時は直ちに、

警察と保健所に連絡 

ラッカー用シンナー(ト

ルエン 64.5%)  4L 

保管・使用 

少量危険物届出範囲

外（40L 未満） 

保管 BOX の劇物表

示 

保管 BOX の鍵かけ 

IN/OUT 帳簿 

適合 

消防法 第 4 石油類 危険等級Ⅱ 火気厳禁 ラッカー用シンナー(ト

ルエン 64.5%) 

(4L) 

火気に気を付ける。 

横に消火器設置 

 

 

遵守確認日 2022.10.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

9.代表者による全体評価と見直しの結果 
エコアクション 21 全体の取組状況及び評価結果 

① 環境目標・環境活動計画の達成状況と評価  

   二酸化炭素排出量の微減を達成。今後も節制に努める。 

 ② 環境関連法規制等の遵守状況  

問題なし 

 ③ 問題点の是正及び予防処置の状況  

問題なし 

 ④ 外部からの苦情・要望対応状況 

 問題なし  

⑤ 環境経営システムの適切性、妥当性及び有効性 

 問題なし 

 ⑥ 前回審査における指導事項等に対する是正状況 

    適切に対応済み 

 ⑦ 前回の代表者による指示事項に対する対応状況 

問題なし 

変更の必要性の有無及び指示事項等 

① 環境経営方針  （変更の必要性： 有 ○無 ） 

 ② 環境経営目標  （変更の必要性： 有 ○無 ） 

 ③ 環境経営計画  （変更の必要性： 有 ○無 ） 

 ④ 実施体制      （変更の必要性： 有 ○無 ） 

 ＜指示事項等＞  

 

 

                                            実施日  2022 年 10 月 13 日 


